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伝
説
に
な
っ
た
狐
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
た
安
曇
野
の
松
林

安
曇
野
市
誌
編
さ
ん
専
門
調
査
会

民
俗
部
会
　
松
田
貴
子
　
　
　
　

コ
ラ
ム
　
市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り

小
説
『
安
曇
野
』
の
登
場
人
物
を
知
ろ
う
！

昔
話
と
し
て
も
お
馴
染
み
の
動

物
、「
狐
」
は
安
曇
野
で
も
多
く
の

伝
説
に
登
場
し
ま
す
。
例
え
ば
、
豊

科
だ
け
で
も
「
法
蔵
寺
の
狐
」「
御

殿
林
の
狐
」「
日
光
寺
の
狐
」「
重
柳

の
狐
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
狐
た
ち
は
、
松
林
に
多
く
生
息

し
て
い
ま
す
。

安
曇
野
の
平
野
部
は
も
と
も
と
、

北
ア
ル
プ
ス
を
源
流
と
す
る
河
川
に

よ
っ
て
運
ば
れ
た
砂
礫
が
厚
く
堆
積

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
質
は

水
は
け
が
よ
く
、
用
水
路
が
現
在
ほ

ど
発
達
し
て
い
な
い
時
代
は
、
農
地

と
し
て
の
土
地
利
用
は
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
集
落
か
ら
遠
ざ

か
る
に
つ
れ
て
人
為
的
な
土
地
利
用

は
少
な
く
な
り
、
乾
燥
や
日
光
に
強

い
ア
カ
マ
ツ
が
広
い
樹
林
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
、

身
近
に
い
た
狐
が
伝
説
の
主
人
公
に

な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

今
で
は
伝
説
の
舞
台
と
な
っ
た
平

明
治
初
期
、国
会
開
設
・請
願
権
の

実
現
に
向
け
た
運
動
の
中
心
人
物
と

し
て
活
躍
。自
身
は
志
半
ば
で
亡
く
な

り
ま
し
た
が
、全
国
的
な
自
由
民
権

運
動
の
先
駆
者
と
な
り
ま
し
た
。

１
８
５
５
年
、等
々
力
町
村
（
現
・

安
曇
野
市
穂
高
）の
出
身
。私
塾
で
学

ぶ
な
ど
向
上
心
が
強
く
、板
垣
退
助

ら
に
よ
り
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
自
由
民

権
運
動
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。20

代
半
ば
の
時
、長
野
県
民
２
万
人
余

の
署
名
を
得
た
「
国
会
開
設
ヲ
上
願

ス
ル
ノ
書
」を
携
え
て
上
京
。右
大
臣

野
部
の
松
林
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
伝
説
か
ら
は
人
々
の
暮
ら

し
だ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
植
生

や
生
態
系
な
ど
の
自
然
環
境
も
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
岩
倉
具
視
と
会
う
な
ど
、必
死
の

運
動
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
で
国
会
開

設
の
世
論
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。ま

た
、郷
里
の
義
民
、多
田
加
助
の
物
語

を
紙
面
上
で
連
載
す
る
な
ど
、民
権

運
動
の
啓
発
に
も
注
力
し
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
の
後
は
別
の
運
動
が
大

衆
を
扇
動
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る

な
ど
不
遇
の
扱
い
を
受
け
ま
す
。別
件

で
獄
中
に
入
り
、32
歳
の
若
さ
で
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。そ
の
２
年
後
、大
日

本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、翌
年
に

帝
国
議
会（
国
会
）が
開
設
。帝
国
憲

法
は
、国
民
の
権
利
が
大
き
く
制
限

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、求
策
ら
が
求
め

た
請
願
権
は
認
め
ら
れ
、そ
の
後
の
国

民
運
動
の
武
器
と
な
り
ま
し
た
。

第
13
回

第
５
回

若
手
芸
術
家
が
安
曇
野
に
滞
在

東
京
藝
術
大
学 

安
曇
野ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

A
IR

開
催

東
京
藝
術
大
学
と
連
携
し
た
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」。
普
段
は
首
都
圏
で
活
躍
し

て
い
る
同
校
修
了
生
の
若
手
芸
術
家
３
人
が
９
月
ま
で
市
内
に
滞
在
し
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
参
加
す
る
３
人
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
問
文
化
課
℡
71
・
２
４
６
３

臼井仁美さん（左） 
◎プロフィル
1980 年 東 京 都 生 ま れ。
2010 年東京藝術大学大学
院美術研究科工芸専攻木工
芸研究領域修了。植物を用
いた作品を制作している。

鈴木希果さん（中央） 
◎プロフィル
1998 年 東 京 都 生 ま れ。
2023 年東京藝術大学 GAP
専攻修了。「プロセスとし
ての陶芸」をテーマに作品
制作やプロジェクトの企画
を行っている。

及川春菜さん（右）  
◎プロフィル
1993 年 宮 城 県 生 ま れ。
2020 年東京藝術大学大学
院美術研究科工芸分野ガラ
ス専攻修了。「パート・ド・
ヴェール」という技法を用
いて作品を制作している。

ホンドギツネ（提供：丸山隆さん）

INTERVIEW　 安曇野での活動への思いを3人に聞きました。東京藝術大学交流事業
夕涼みファミリーコンサート

熊井啓監督作品「ひかりごけ」上映会

東京藝術大学音楽学
部による木管・金管・
パーカッションの演奏
をお楽しみください。

8月9日（水）
18：00～20：00　

場穂高公民館
費無料 

定200人（当日先着順）
問文化課 ℡71-2463

木工 臼井仁美さん

雄大な北アルプスを望み、特徴的な地
形や水路を持つ安曇野。リサーチと制
作を楽しみながら、これらが描く線や
形を表現したいと考えています。自然
とともにある暮らしや文化を皆さんから教えていただきながら、
イメージの幅を広げ作品を作りたいと思っています。

陶芸 鈴木希果さん

私は、自然と都市の分断を繋ぐ媒介
者としての〝陶芸〟に強い関心を持ち、
「プロセスとしての〝陶芸〟」をテーマ
に作品制作を行ったり、アートプロジ
ェクトの企画をしています。安曇野の皆さんと関わりながら、
安曇野の「自然や土」と「人々の生活」を多くの視点で捉え、
作品を制作していくことを楽しみにしています。

ガラス 及川春菜さん

安曇野の広大な自然や空気、環境に
触れて、新たな作風に挑戦しながら、
心がふわっと明るくなるような作品を
展開したいと思います。私自身、高校
生の時に地元で開かれたイベントで美大生と交流したことをき
っかけに美術の道に進みました。特に若い世代の夢の幅を広
げるきっかけになれれば嬉しいです。

邂逅と対話の安曇野紀行
「松澤求策の胸像」

国会開設請願書と、委任状二万一千
余通とを携えて、松澤求策、上条螘司
が出発する前日の五月二十二日、桐の
湯で壮行会が開かれた。当日、女鳥羽
川を渡る人たちの大半は、このために
集る松本平の青年たちだった。桐の湯
は、庭から表通りまで人が溢れた。

（小説『安曇野』第一部 その五より引用）

穂高交流学習センター「みらい」隣の
三枚橋公園には、昭和61年に求策の
没後100年を記念した胸像が建立さ
れました。志半ばで亡くなった求策
の生涯と功績を今に伝えています。
小 説 で も、
求策らが活
躍する場面
が描かれて
います。

昭和18年の冬、北海道の沖合で４
人を乗せた船が遭難し、生還した
のは船長一人であった。しかし船
長には…。実際の事件を元にした
武田泰淳の短編小説を映画化。

日9月23日（土） 
　13：30～15：30（開場13：00）
場豊科公民館ホール　費300円　定500人（先着順）
申 8月1日（火）から穂高交流学習センター「みらい」、

豊科交流学習センター「きぼう」、豊科公民館でチケ
ットを購入

問文化課 ℡ 71-2463

松
まつざわ

澤 求
きゅうさく

策


